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１ 趣旨

本仕様書は、指定管理者が川越市小ケ谷老人憩いの家（以下「憩いの家」

という。）を管理するにあたり、必要となる業務の内容及び履行方法等を定

め、管理の基準とするものです。

２ 施設の概要

⑴ 施設名称 川越市小ケ谷老人憩いの家

⑵ 所 在 地 川越市大字小ケ谷１５９番地１７

⑶ 開設年月 平成 ８年 ４月

⑷ 敷地面積 ７６８．９２㎡

⑸ 建物構造 鉄筋コンクリート造地上２階建

⑹ 延床面積 ４６８．１８㎡のうち２４８．０９㎡

⑺ 主要施設 舞台付大広間、会議室、談話室、事務室

３ 管理運営の基本的事項

指定管理者は、次の項目を基本として管理運営を行うこととします。

⑴ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、川越市老人憩いの家条例（平

成８年条例第６号。以下「条例」という。）、川越市老人憩いの家条例

施行規則（平成８年規則第１２号。以下「規則」という。）の規定に基

づき適切な管理運営を行うこと。

⑵ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）の規定に基づ

き、個人情報の保護を徹底すること。

４ 管理の基準

⑴ 休館日

憩いの家の休館日は次のとおりとする。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか

じめ市長の承認を得て、これを変更し、又は臨時に休館することがで

きる。

① 火曜日（火曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）第３条に規定する休日に当たるときは、その日以後の直近

の同法に規定する休日以外の日）

② １２月２９日から翌年の１月３日までの日

⑵ 開館時間

午前９時から午後４時３０分までの間とします。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか
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じめ市長の承認を得て、これを変更することができる。

⑶ 指定管理者への管理権限の付与等

①利用者の範囲

・ 市内に住所を有する６０歳以上の者とする。

・ 公共団体又は公共的団体が、上記の者の福祉の増進を目的とする

場合。

・ 上記に規定する者以外で、憩いの家の利用又は管理上支障がない

と認める時。

②憩いの家を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなけれ

ばならない。指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認め

られるときは、許可をしてはならない。

・ 設置の目的に反するとき。

・ 管理上支障があるとき。

③指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用許可を

取り消し、又は利用を停止し、若しくは制限することができる。

・ 条例、規則に違反したとき。

・ 利用許可の条件に違反したとき。

・ 指定管理者が必要と認めるとき。

④憩いの家の敷地内又は施設内において、物品等の販売行為をしては

ならない。ただし、指定管理者の許可を受けた場合は、この限りで

ない。

⑷ 法令等の遵守

施設の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等

に基づき実施しなければならない。

① 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）

③ 条例及び規則

④ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）

⑤ 川越市情報公開条例（平成８年条例第１５号）

⑥ 川越市情報公開条例施行規則（平成８年規則第４７号）

⑦ 川越市行政手続条例（平成９年条例第３号）

⑧ 川越市会計規則（平成６年規則第１１号）

⑨ その他関係法令等

５ 業務の範囲及び具体的な内容（指定管理者が行う業務）

指定管理者は、善良なる管理者としての注意をもって施設の適切な管理

運営を行わなければならない。
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指定管理者は、管理運営の責任を明確にするため、施設長を配置すると

ともに、常勤職員等により施設規模、業務内容に見合った適正な人員を配

置するものとする。

（※必要に応じて、消防法に基づく防火管理責任者等を定める。）

また、職員に対して専門的知識や技能の向上、利用者へのサービス向上

などに必要な研修等を実施するものとする。

なお、施設の管理運営にあたり、市は指定管理者に対して必要な指示を

することができる。

⑴ 指定管理業務（指定管理者として行う業務）

① 施設の運営に関する業務

施設の提供…利用の受付、受付案内など

貸出の記録…貸出施設、利用時間、利用者人数、団体・個

人の別などの貸出記録の作成

② 施設（設備及び物品を含む。）の維持管理に関する業務

給排水設備、空調設備、電気設備、自動ドア設備、昇降機設備

防火・消火設備、放送設備、自家用発電機設備などの日常点検、

定期点検及び法定点検

③ 環境の維持管理に関する業務

清掃（日常・定期・特別清掃）、害虫駆除、植栽管理など

④ その他の業務

市及び関係機関との連絡調整、事業報告書の作成など

⑵ その他の業務（指定管理者が付随的に行う業務）

① 目的外使用に関する業務

次のものについては、目的外使用を許可しているため、指定管

理者の管理の範囲外となるが、指定管理者は、許可を受けたもの

と市との間の連絡調整等を行う。

・作業室１、作業室２、研修室 １５６．０９㎡

６ 業務の再委託

個々の具体的な業務（清掃、警備など）を第三者に委託することはでき

ますが、指定管理業務を一括して第三者に委託することはできません。

７ 物品の管理等

指定管理者は、市の所有に属する物品については、川越市会計規則及び

関係例規等に基づき、定められた帳簿類を備え、その保管に係る物品を整

理しなければならない。
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指定管理者が指定管理料により購入した物品は、市に帰属するものとす

る。

８ 維持管理の費用負担

施設の建物、附属設備又は備品について、改築、新設及び修繕は、市が

行うものとする。ただし、これらの経費が指定管理業務料に見積もられて

いる場合には、この限りでない。

９ 経費に関する事項

⑴ 指定管理料の支払の方法と時期について

指定管理料の支払の方法と時期については、市と指定管理者が

協議して締結する協定書に定めることとする。

⑵ 指定管理委託料に含まれるもの

① 人件費

② 物件費

（光熱水費、保守点検・維持管理に要する経費、消耗品費、修繕

費など）

③ 事務費

④ その他管理運営に必要な経費

(3) 指定管理料の精算について

① 以下を除き、精算は行わないものとする。

・修繕費 余剰金が生じた場合は、精算するものとする。

・人件費

・委託料 協定書に基づき精算するものとする。

・光熱水費

② 精算を行う場合は、会計年度終了後速やかに精算を行うものと

する。

10 原状回復

指定管理者は、指定期間が満了したとき、又は指定が取り消されたとき

は、その管理をしなくなった施設を速やかに原状に回復して市に引き渡さ

なければならない。ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない｡

11 事務の引継ぎ

指定管理者は、指定期間が満了し、次の指定管理者が指定された場合に

は、次の指定管理者が円滑に施設管理を開始できるよう事務の引継ぎを行
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うものとする。

12 指定管理者と市との役割分担

市と指定管理者の役割分担を原則として次のとおりとする。

13 その他

(1) 新型コロナウイルスの感染拡大の状況に応じて、利用者が安全に利用

するために必要な消毒等の措置を実施すること。

(2) 本仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務内容及び処理につ

いて、疑義が生じた場合は、市と協議して決定するものとする。

項 目 指定管理者 市

施設（設備、備品を含む）の保守点検 ○

施設の維持管理（植栽管理、清掃等を含む） ○

安全衛生管理 ○

施設利用者及び近隣住民からの意見や苦情等

への対応
○

施設における事故や火災等による施設損傷へ

の対応

△
自己の責め

に帰す場合

○

施設利用者の被災に対する責任 △
応急的な対

応

○

火災共済保険への加入 ○

土地の賃借料 ○

包括的な管理責任 ○
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川越市小ヶ谷老人憩いの家

１ 備品一覧表

№ 品名 規格等 取得日 数量 備考 分類番号

1 【共】片袖机
片袖机（事務

用）
H8.3.25 1 1 1 7

2 【共】片袖机
トヨセット

1000G-85IN
H26.11.19 1 1 1 7

3 会議用机
ミーティングテ

ーブル
H8.3.25 3 1 1 34

4 会議用机
会議用机（固定

脚） 幕板付
H8.3.25 1 1 1 34

5 【共】事務用椅子
事務用回転椅

子
H8.3.25 2 1 2 1

6 【特】保管庫
引違い保管庫

（スチール戸）
H8.3.25 1 1 3 22

7 訓練用マッサージ機器

マッサージ機

サンチェアＳ－

４０２型

H8.11.22 1
佐藤重治氏

寄附
10 5 15

8 電気掃除機 電気掃除機 H8.3.25 1 11 3 6

9 茶道用具 茶道具セット H8.8.5 1 16 1 1

備品計 12

２ 設備一覧表

1 車椅子対応エレベーター設備

2 ガスヒートポンプエアコン設備

3 自動火災報知設備
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１ 趣旨

本仕様書は、指定管理者が川越市高階北老人憩いの家（以下「憩いの家」

という。）を管理するにあたり、必要となる業務の内容及び履行方法等を定

め、管理の基準とするものです。

２ 施設の概要

⑴ 施設名称 川越市高階北老人憩いの家

⑵ 所 在 地 川越市砂新田１丁目１６番地１

⑶ 開設年月 平成 ８年 ４月

⑷ 敷地面積 １３９㎡

⑸ 建物構造 鉄筋コンクリート造地上２階建

⑹ 延床面積 １２０．４２㎡

⑺ 主要施設 談話室、集会室、事務室

３ 管理運営の基本的事項

指定管理者は、次の項目を基本として管理運営を行うこととします。

⑴ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、川越市老人憩いの家条例（平

成８年条例第６号。以下「条例」という。）、川越市老人憩いの家条例

施行規則（平成８年規則第１２号。以下「規則」という。）の規定に基

づき適切な管理運営を行うこと。

⑵ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）の規定に基づ

き、個人情報の保護を徹底すること。

４ 管理の基準

⑴ 休館日

憩いの家の休館日は次のとおりとする。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか

じめ市長の承認を得て、これを変更し、又は臨時に休館することがで

きる。

① 火曜日（火曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）第３条に規定する休日に当たるときは、その日以後の直近の

同法に規定する休日以外の日）

② １２月２９日から翌年の１月３日までの日

⑵ 開館時間

午前９時から午後４時３０分までの間とします。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか
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じめ市長の承認を得て、これを変更することができる。

⑶ 指定管理者への管理権限の付与等

①利用者の範囲

・ 市内に住所を有する６０歳以上の者とする。

・ 公共団体又は公共的団体が、上記の者の福祉の増進を目的とする

場合。

・ 上記に規定する者以外で、憩いの家の利用又は管理上支障がない

と認めるとき。

②憩いの家を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなけれ

ばならない。指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認め

られるときは、許可をしてはならない。

・ 設置の目的に反するとき。

・ 管理上支障があるとき。

③指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用許可を

取り消し又は利用を停止し、若しくは制限することができる。

・ 条例、規則に違反したとき。

・ 利用許可の条件に違反したとき。

・ 指定管理者が必要と認めるとき。

④憩いの家の敷地内及び施設内において、物品等の販売行為をしては

ならない。ただし、指定管理者の許可を受けた場合は、この限りで

ない。

⑷ 法令等の遵守

施設の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等

に基づき実施しなければならない。

① 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）

③ 条例及び規則

④ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）

⑤ 川越市情報公開条例（平成８年条例第１５号）

⑥ 川越市情報公開条例施行規則（平成８年規則第４７号）

⑦ 川越市行政手続条例（平成９年条例第３号）

⑧ 川越市会計規則（平成６年規則第１１号）

⑨ その他関係法令等

５ 業務の範囲及び具体的な内容（指定管理者が行う業務）

指定管理者は、善良なる管理者としての注意をもって施設の適切な管理

運営を行わなければならない。
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指定管理者は、管理運営の責任を明確にするため、施設長を配置すると

ともに、常勤職員等により施設規模、業務内容に見合った適正な人員を配

置するものとする。

また、職員に対して専門的知識や技能の向上、利用者へのサービス向上

などに必要な研修等を実施するものとする。

なお、施設の管理運営にあたり、市は指定管理者に対して必要な指示を

することができる。

⑴ 指定管理業務（指定管理者として行う業務）

① 施設の運営に関する業務

施設の提供…利用の受付、受付案内など

貸出の記録…貸出施設、利用時間、利用者人数、団体・個

人の別などの貸出記録の作成

② 施設（設備及び物品を含む）の維持管理に関する業務

施設内の設備や備品など、適正に維持管理をし、安全に利用で

きる状態に保ち、必要に応じて修繕を行う。

③ 環境の維持管理に関する業務

清掃（日常）、害虫駆除など

④ その他の業務

市及び関係機関との連絡調整、事業報告書の作成など

６ 業務の再委託

個々の具体的な業務（清掃、警備など）を第三者に委託することはでき

ますが、指定管理業務を一括して第三者に委託することはできません。

７ 物品の管理等

指定管理者は、市の所有に属する物品については、川越市会計規則及び

関係例規等に基づき、定められた帳簿類を備え、その保管に係る物品を整

理しなければならない。

指定管理者が指定管理料により購入した物品は、市に帰属するものとす

る。

８ 維持管理の費用負担

施設の建物、附属設備又は備品について、改築、新設及び修繕は、市が

行うものとする。ただし、これらの経費が指定管理業務委託料に見積もら

れている場合には、この限りでない。
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９ 経費に関する事項

⑴ 指定管理委託料の支払の方法と時期について

指定管理委託料の支払の方法と時期については、市と指定管理者が

協議して締結する協定書に定めることとする。

⑵ 指定管理委託料に含まれるもの

① 人件費

② 物件費

（光熱水費、保守点検・維持管理に要する経費、消耗品費、修繕

費など）

③ 事務費

④ その他管理運営に必要な経費

⑶ 指定管理料の精算について

① 以下を除き、精算は行わないものとする。

・修繕費 余剰金が生じた場合は、精算するものとする。

・人件費

・委託料 協定書に基づき精算するものとする。

・光熱水費

② 精算を行う場合は、会計年度終了後速やかに精算を行うものと

する。

10 原状回復

指定管理者は、指定期間が満了したとき、又は指定を取り消されたとき

は、その管理をしなくなった施設を速やかに原状に回復して市に引き渡さ

なければならない。ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない｡

11 事務の引継ぎ

指定管理者は、指定期間が満了し、次の指定管理者が指定された場合に

は、次の指定管理者が円滑に施設管理を開始できるよう事務の引継ぎを行

うものとする。
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12 指定管理者と市との役割分担

市と指定管理者の役割分担を原則として次のとおりとする。

13 その他

(1) 新型コロナウイルスの感染拡大の状況に応じて、利用者が安全に利用

するために必要な消毒等の措置を実施すること。

(2) 本仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務内容及び処理につ

いて、疑義が生じた場合は、市と協議して決定するものとする。

項 目 指定管理者 市

施設（設備、備品を含む）の保守点検 ○

施設の維持管理（植栽管理、清掃等を含む） ○

安全衛生管理 ○

施設利用者及び近隣住民からの意見や苦情等

への対応
○

施設における事故や火災等による施設損傷へ

の対応

△
自己の責め

に帰す場合

○

施設利用者の被災に対する責任 △
応急的な対

応

○

火災共済保険への加入 ○

土地の賃借料 ○

包括的な管理責任 ○
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川越市高階北老人憩いの家

１ 備品一覧表

№ 品名 規格等 取得日 数量 備考 分類番号

1 【特】応接用机 応接用机 H8.3.29 1 1 1 12

2 【特】記載台 記載台 H8.3.29 1 1 1 14

3 会議用机
会議用テーブル（折りた

たみ） パネル付
H8.3.29 1 倉庫保管 1 1 34

4 応接用椅子 応接用セット H8.3.29 1 1 2 12

5 【特】保管庫
引違い保管庫（スチール

戸）
H8.3.29 1 1 3 22

6 案内表示板 案内表示板（屋外） H8.9.24 1 1 4 1

7 黒板・ホワイトボード ホワイトボード（無地） H8.3.29 1 2 6 2

8 【特】多機能電話機 ファクシミリ 子機1台付 H27.1.27 1 4 4 2

9
訓練用マッサージ機

器
マッサージ機 H8.4.30 1 10 5 15

10 電気掃除機 電気掃除機 H8.3.29 1 11 3 6

備品計 11
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１ 趣旨

本仕様書は、指定管理者が川越市東口老人憩いの家（以下「憩いの家」

という。）を管理するにあたり、必要となる業務の内容及び履行方法等を定

め、管理の基準とするものです。

２ 施設の概要

⑴ 施設名称 川越市川越駅東口老人憩いの家

⑵ 所 在 地 川越市菅原町２３番地１０

⑶ 開設年月 平成１４年 ７月

⑷ 敷地面積 クラッセ川越の一部

⑸ 建物構造 鉄筋コンクリート造地上６階建

⑹ 延床面積 ４２．３５㎡（３階の一部）

⑺ 主要施設 談話室、給湯場

３ 管理運営の基本的事項

指定管理者は、次の項目を基本として管理運営を行うこととします。

⑴ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、川越市老人憩いの家条例（平

成８年条例第６号。以下「条例」という。）、川越市老人憩いの家条例

施行規則（平成８年規則第１２号。以下「規則」という。）の規定に基

づき適切な管理運営を行うこと。

⑵ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）の規定に基づ

き、個人情報の保護を徹底すること。

４ 管理の基準

⑴ 休館日

憩いの家の休館日は次のとおりとする。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか

じめ市長の承認を得て、これを変更し、又は臨時に休館することがで

きる。

① 火曜日（火曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１

７８号）第３条に規定する休日に当たるときは、その日以後の直近

の同法に規定する休日以外の日）

② １２月２９日から翌年の１月３日までの日

⑵ 開館時間

午前９時３０分から午後５時３０分までの間とします。

ただし、指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、あらか
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じめ市長の承認を得て、これを変更することができる。

⑶ 指定管理者への管理権限の付与等

①利用者の範囲

・ 市内に住所を有する６０歳以上の者とする。

・ 公共団体又は公共的団体が、上記の者の福祉の増進を目的とする

場合。

・ 上記に規定する者以外で、憩いの家の利用又は管理上支障がない

と認めるとき。

②憩いの家を利用しようとする者は、指定管理者の許可を受けなけれ

ばならない。指定管理者は、次の各号のいずれかに該当すると認め

られるときは、許可をしてはならない。

・ 設置の目的に反するとき。

・ 管理上支障があるとき。

③指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、利用許可を

取り消し又は利用を停止し、若しくは制限することができる。

・ 条例、規則に違反したとき。

・ 利用許可の条件に違反したとき。

・ 指定管理者が必要と認めるとき。

④憩いの家の敷地内及び施設内において、物品等の販売行為をしては

ならない。ただし、指定管理者の許可を受けた場合は、この限りで

ない。

⑷ 法令等の遵守

施設の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等

に基づき実施しなければならない。

① 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

② 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）

③ 条例及び規則

④ 川越市個人情報保護条例（平成１６年条例第１９号）

⑤ 川越市情報公開条例（平成８年条例第１５号）

⑥ 川越市情報公開条例施行規則（平成８年規則第４７号）

⑦ 川越市行政手続条例（平成９年条例第３号）

⑧ 川越市会計規則（平成６年規則第１１号）

⑨ その他関係法令等

５ 業務の範囲及び具体的な内容（指定管理者が行う業務）

指定管理者は、善良なる管理者としての注意をもって施設の適切な管理

運営を行わなければならない。
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指定管理者は、管理運営の責任を明確にするため、施設長を配置すると

ともに、常勤職員等により施設規模、業務内容に見合った適正な人員を配

置するものとする。

また、職員に対して専門的知識や技能の向上、利用者へのサービス向上

などに必要な研修等を実施するものとする。

なお、施設の管理運営にあたり、市は指定管理者に対して必要な指示を

することができる。

⑴ 指定管理業務（指定管理者として行う業務）

① 施設の運営に関する業務

施設の提供…利用の受付、受付案内など

貸出の記録…貸出施設、利用時間、利用者人数、団体・個

人の別などの貸出記録の作成。

② 施設（設備及び物品を含む）の維持管理に関する業務

施設内の設備や備品など、適正に維持管理をし、安全に利用で

きる状態に保ち、必要に応じて修繕を行う。

③ 環境の維持管理に関する業務

清掃（日常）など

④ その他の業務

市及び関係機関との連絡調整、事業報告書の作成など

６ 業務の再委託

個々の具体的な業務（清掃、警備など）を第三者に委託することはでき

ますが、指定管理業務を一括して第三者に委託することはできません。

７ 物品の管理等

指定管理者は、市の所有に属する物品については、川越市会計規則及び

関係例規等に基づき、定められた帳簿類を備え、その保管に係る物品を整

理しなければならない。

指定管理者が指定管理料により購入した物品は、市に帰属するものとす

る。

８ 維持管理の費用負担

施設の建物、附属設備又は備品について、改築、新設及び修繕は、市が

行うものとする。ただし、これらの経費が指定管理料に見積もられている

場合には、この限りでない。
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９ 経費に関する事項

⑴ 指定管理料の支払の方法と時期について

指定管理料の支払の方法と時期については、市と指定管理者が

協議して締結する協定書に定めることとする。

⑵ 指定管理料に含まれるもの

① 人件費

② 物件費

（光熱水費、保守点検・維持管理に要する経費、消耗品費、修繕

費など）

③ 事務費

④ その他管理運営に必要な経費

⑶ 指定管理料の精算について

① 以下を除き、精算は行わないものとする。

・修繕費 余剰金が生じた場合は、精算するものとする。

・人件費

・委託料 協定書に基づき精算するものとする。

・光熱水費

② 精算を行う場合は、会計年度終了後速やかに精算を行うものと

する。

10 原状回復

指定管理者は、指定期間が満了したとき、又は指定を取り消されたとき

は、その管理をしなくなった施設を速やかに原状に回復して市に引き渡さ

なければならない。ただし、市長の承認を得たときは、この限りでない｡

11 事務の引継ぎ

指定管理者は、指定期間が満了し、次の指定管理者が指定された場合に

は、次の指定管理者が円滑に施設管理を開始できるよう事務の引継ぎを行

うものとする。
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12 指定管理者と市との役割分担

市と指定管理者の役割分担を原則として次のとおりとする。

13 その他

(1) 新型コロナウイルスの感染拡大の状況に応じて、利用者が安全に利用

するために必要な消毒等の措置を実施すること。

(2) 本仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務内容及び処理につ

いて、疑義が生じた場合は、市と協議して決定するものとする。

項 目 指定管理者 市

施設（設備、備品を含む）の保守点検 ○

施設の維持管理（植栽管理、清掃等を含む） ○

安全衛生管理 ○

施設利用者及び近隣住民からの意見や苦情等

への対応
○

施設における事故や火災等による施設損傷へ

の対応

△
自己の責め

に帰す場合

○

施設利用者の被災に対する責任 △
応急的な対

応

○

火災共済保険への加入 ○

土地の賃借料 ○

包括的な管理責任 ○
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川越市川越駅東口老人憩いの家

１ 備品一覧表

№ 品名 規格等 取得日 数量 備考 分類番号

1 【特】平机（1人用） 平机 H12.6.9 1 1 1 19

2 【共】事務用椅子 ライオン５７０５Ｆ H14.3.8 1 1 2 1

備品計 2
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施設の改築及び修繕等の実施区分

区分 項目 内容
実施区分

実施区分の考え方
市 指定管理者

建物 改築又は大規模修

繕

資本的支出及び見

積額10万円以上の

修繕

躯体、基礎軸

組、鉄骨部分、

小屋組等の取

替
○

建築基準法施行令第１条に

規定する「構造耐力上主要な

部分」については、所有者で

ある市が管理すべきものであ

るため、必要に応じて市が行

う。

見積額10万円未満

の修繕 ○

本来の効用持続年数を維持

するための業務として指定管

理者が実施する。

構築物 新設等

－ －

基本的に構築物での新設等

は考えていないが、必要に応

じ市指定管理者で協議する。

資本的支出及び見

積額10万円以上の

修繕

○

見積額10万円未満

の修繕 ○

本来の効用持続年数を維持

するための業務として指定管

理者が実施する。

機械装置 新設等

－ －

基本的に機械装置単独での

新設等は考えていないが、必

要に応じ市指定管理者で協議

する。

資本的支出及び見

積額10万円以上の

修繕

○

見積額10万円未満

の修繕 ○

本来の効用持続年数を維持

するための業務として指定管

理者が実施する。

工具器具

備品

購入
○ －

資本的支出となる

修繕
○

上記以外の修繕

○

本来の効用持続年数を維持

するための業務として指定管

理者が実施する。

上記以外の建物、構築物、機

械装置、工具器具備品の改

築・改造等

いわゆる「模様

替え」

○

指定管理者が指定管理料以

外の費用により、サービスの

向上や効率的な管理運営のた

め、改築等した部分について

の権利を将来にわたって主張

しないことを条件とする。

基本的な考え方

１ 原則として、本来の効用持続年数を維持するために必要な限度の維持補修（小修繕：見積額10万

円未満のものなど）は、施設の管理に付随するものであるため、指定管理者が実施し、それ以外は

市が実施する。

２ 指定管理者は、建物の改築又は修繕、構築物の新設等又は修繕、機械装置の新設等又は修繕及び

備品の購入等に当たっては、原則としてあらかじめ市と協議し、承認を受けなければならない。
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